
分
割
す
る
「
大
阪
都
」
構
想

の
制
度
案
を
議
論
す
る
法
定

協
議
会
が
再
開
さ
れ
、
維
新

が
公
明
党
を
巻
き
込
ん
で
、

来
年
秋
冬
の
住
民
投
票
実
施

へ
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り

き
」
で
暴
走
し
て
い
る
こ
と

を
批
判
。
住
民
投
票
で
再
び

否
決
す
る
た
め
、
大
阪
市
廃

止
を
許
さ
な
い
世
論
と
運
動

を
広
げ
よ
う
と
呼
び
掛
け
ま

Ｒ
専
用
ラ
イ
ナ
ー
」
を
造
る

も
の
で
あ
り
、
際
限
無
い
税

長
が
出
席
す
る
「
出
前
協
議

会
」
を
開
催
。
法
定
協
や
議

会
で
の
議
決
を
経
て
、
来
年

秋
か
ら
冬
に
住
民
投
票
を
実

施
す
る
と
い
う
の
が
、
維
新

の
考
え
で
す
。

　

法
定
協（
20
人
）の
う
ち
維

新
が
11
人
と
過
半
数
を
占

め
、
公
明
党
が
屈
服
し
て
い

る
中
で
、
議
論
は
「
住
民
投

票
あ
り
き
」
で
非
常
に
粗
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
特
別

区
」
設
置
に
は
庁
舎
整
備
な

ど
莫ば

く
だ
い大
な
費
用
が
必
要
で
、

こ
れ
ま
で
吉
村
知
事
は
「
必

要
な
コ
ス
ト
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
公
明
党

が
「
都
」
構
想
に
賛
成
す
る

条
件
の
一
つ
に
、「
コ
ス
ト

を
抑
え
よ
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
各
特
別
区

に
す
べ
て
の
職
員
が
い
る
必

要
は
な
く
、
現
在
の
本
庁
舎

を
活
用
す
れ
ば
い
い
な
ど
と

言
い
出
し
て
い
ま
す
。

「
経
済
効
果
」の

で
た
ら
め
さ
が

　
「
特
別
区
」
設
置
で
年
間

１
１
０
０
億
円
の
「
経
済
効

果
」
が
あ
る
と
す
る
、
学
校

法
人
「
嘉
悦
学
園
」
の
報
告

書
は
、
現
在
の
「
特
別
区
」

素
案
さ
え
一
切
無
視
し
た

“
作
文
”
で
す
。
人
口
50
万

人
の
自
治
体
が
、
一
人
当
た

り
の
歳
出
が
最
小
に
な
り
、

そ
れ
以
上
に
な
る
と
増
え
る

「
Ｕ
字
カ
ー
ブ
」
を
描
く
と

い
う
先
行
研
究
を
採
用
し
て

い
ま
す
が
、
報
告
書
は
そ
れ

を
実
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

歳
出
の
実
績
値
を
比
べ
る

と
、
人
口
２
７
０
万
人
の
大

阪
市
は
22
万
７
千
円
な
の
に

対
し
、
人
口
45
万
人
で
中
核

市
の
尼
崎
市
は
23
万
３
千
円

　

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会

議
員
団（
山
中
智
子
団
長
）が

９
月
26
日
、
開
会
中
の
市
議

会
に
向
け
た
市
民
団
体
な
ど

と
の
懇
談
会
を
大
阪
市
役
所

内
で
開
き
、
51
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

山
中
団
長
が
、
松
井
一
郎

市
長
が
就
任
し
て
以
後
の
市

政
の
動
向
と
問
題
点
を
詳
し

く
報
告
。
大
阪
市
を
廃
止
・

カ
ジ
ノ
誘
致
へ

市
は
前
の
め
り

　

松
井
一
郎
氏
が
大
阪
市
長

に
な
っ
て
約
半
年
で
す
。
こ

の
間
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
９
」
の
「
表

現
の
不
自
由
展
」
の
中
止
を

め
ぐ
る
問
題
や
、
福
島
第
１

原
発
の
汚
染
水
を
大
阪
湾
で

引
き
受
け
る
と
の
発
言
な

ど
、「
基
礎
自
治
体
が
こ
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い
」
と
い
う
事
態
が
相

し
た（
別
項
に
大
要
）。

　

井
上
浩
政
調
会
長
が
、
カ

ジ
ノ
を
核
と
し
た
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）や
２
０
２
５

年
の
大
阪
万
博
を
め
ぐ
る
情

勢
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
大
阪
湾
の
埋
め
立
て
地

・
夢
洲
の
用
途
地
域
を
商
業

地
に
変
更
し
た
の
は
、
カ
ジ

ノ
誘
致
が
本
命
で
あ
り
、
万

博
は
そ
の
隠
れ
み
の
に
す
ぎ

な
い
と
指
摘
。
夢
洲
へ
の
地

下
鉄
延
伸
は
「
カ
ジ
ノ
・
Ｉ

一
地
方
選
の
結
果
を
受
け

て
、
そ
れ
ま
で
「
都
」
構
想

に
反
対
し
て
い
た
公
明
党
が

維
新
に
屈
服
し
て
賛
成
に
転

じ
、
自
民
党
は
府
連
会
長
の

下
で
住
民
投
票
の
実
施
に
賛

成
し
、
法
定
協
で
は
是
々
非

々
で
議
論
す
る
と
い
う
立
場

で
す
。
議
会
や
法
定
協
の
中

で
、
再
度
の
住
民
投
票
に

も
、
大
阪
市
廃
止
に
も
一
貫

し
て
反
対
し
て
い
る
の
は
、

日
本
共
産
党
だ
け
で
す
。

日
程
あ
り
き
で

議
論
も
粗
雑
に

　

統
一
地
方
選
後
に
再
開
さ

れ
た
法
定
協
は
す
で
に
３
回

開
か
れ
、
次
回
は
10
月
24
日

の
予
定
で
す
。
今
後
、「
特

別
区
」
の
区
割
り
や
区
名
、

設
置
コ
ス
ト
、
議
会
の
定
数

な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
年
内
に
は
制

度
設
計
案
を
ま
と
め
、
来
年

２
月
か
ら
４
月
に
法
定
協
議

会
の
会
派
代
表
と
知
事
・
市

な
ど
、
大
阪
市
と
中
核
市
の

間
に
ほ
と
ん
ど
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
阪
市
を
４
つ
の

「
特
別
区
」
に
分
割
す
れ
ば

年
間
１
１
０
０
億
円
の
歳
出

が
削
減
で
き
る
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
珍
説
と
い
う
代

物
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
維
新
以
外

の
全
会
派
が
こ
の
報
告
書
を

厳
し
く
批
判
し
、
公
明
党
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

削
除
ま
で
主
張
し
て
い
た
ほ

ど
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
統
一

地
方
選
の
結
果
を
受
け
て
自

民
、
公
明
が
法
定
協
の
議
題

と
す
る
こ
と
に
賛
成
し
、
８

月
の
法
定
協
で
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
法
定
協
の
公
式

議
題
に
な
っ
た
こ
と
を
も
っ

て
、
今
後
、
行
政
も
含
め
て

「
経
済
効
果
が
あ
る
」
な
ど

と
「
都
」
構
想
の
推
進
へ
利

用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
反
撃
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。大

阪
市
を
守
る

運
動
を
急
い
で

　

議
会
の
中
で
は
住
民
投
票

や
「
都
」
構
想
に
一
貫
し
て

反
対
し
て
い
る
の
は
日
本
共

産
党
だ
け
で
す
が
、
街
の
中

で
は
「『
都
』
構
想
も
、
二

度
目
の
住
民
投
票
も
、
も
う

い
ら
な
い
」
が
多
数
の
声
。

住
民
投
票
の
実
施
が
必
至
の

情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、「
大
阪

市
を
守
れ
」
と
い
う
世
論
と

運
動
を
急
い
で
広
げ
る
た

め
、
私
た
ち
も
議
会
内
外
で

皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
る
決

意
で
す
。
来
年
秋
冬
の
住
民

投
票
で
何
と
し
て
も
「
特
別

区
」
設
置
を
も
う
一
度
否
決

し
、
最
終
最
後
の
決
着
を
つ

け
て
、
市
民
が
主
人
公
の
大

阪
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

金
投
入
な
ど
無
駄
遣
い
に
つ

な
が
る
と
警
告
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
市
立
高

校
す
べ
て
を
府
に
移
管
す
る

こ
と
は
、
大
阪
市
の
高
校
教

育
の
伝
統
を
無
視
す
る
も

の
。
反
対
世
論
を
広
げ
た

い
」（
大
阪
市
高
教
）、「
中
央

区
で
は
７
月
に
人
口
10
万
人

を
超
え
、
保
育
所
が
52
カ
所

あ
っ
て
も
待
機
児
童
が
い

る
。
学
童
保
育
に
も
入
れ
な

い
状
況
が
あ
る
」（
中
央

区
）、「
自
衛
隊
の
勧
誘
で
、

市
が
高
校
生
の
デ
ー
タ
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
し
て
渡
し
て
い
る
の

は
大
問
題
。
国
民
健
康
保
険

料
滞
納
者
へ
の
差
押
え
も
深

刻
だ
」（
市
対
連
）な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
い
ま
す
。

　

松
井
市
長
は
、
何
が
な
ん

で
も
カ
ジ
ノ
を
中
核
と
す
る

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）を

誘
致
し
よ
う
と
、
吉
村
洋
文

知
事
と
も
ど
も
暴
走
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｒ
業
者
か
ら
の

「
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
」
募
集

を
早
々
と
行
い
、
夢
洲
の
用

途
地
域
を
商
業
地
に
変
更
す

る
な
ど
、
異
常
な
ま
で
の
前

の
め
り
で
す
。
今
議
会
に

は
、
本
来
は
事
業
者
が
や
る

べ
き
夢
洲
の
環
境
影
響
調
査

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）の
た
め
の

現
況
調
査
を
、
前
倒
し
で
大

阪
市
が
肩
代
わ
り
す
る
た
め

の
補
正
予
算
を
提
案
。
さ
ら

に
Ｉ
Ｒ
開
業
の
認
定
申
請
の

大
阪
市
の
同
意
を
、
市
議
会

の
議
決
事
項
と
す
る
議
案
も

上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
で
も
統
廃
合

民
営
化
を
推
進

　

橋
下
市
政
以
来
の
「
何
で

も
統
廃
合
、
民
営
化
」
も
引

き
続
き
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
立
高
校
を
す
べ
て
府
に
移

管
、
大
阪
城
公
園
に
続
き
鶴

見
緑
地
公
園
の
商
業
施
設
化

や
、
中
之
島
公
園
は
じ
め
11

の
大
公
園
の
市
場
調
査
、
港

湾
管
理
の
統
合
、
大
阪
市
立

大
学
は
府
立
大
学
と
の
法
人

統
合（
こ
と
し
４
月
）を
受
け

て
、
２
０
２
２
年
の
大
学
統

合
を
ご
り
押
し
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

民
営
化
さ
れ
た
大
阪
メ
ト

ロ
も
、
夢
洲
に
高
層
ビ
ル
を

建
て
る
計
画
を
打
ち
出
す
な

ど
、
最
も
大
切
な
使
命
で
あ

る
安
全
・
安
心
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
思
う
よ
う
な

事
態
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市

職
員
の
間
に
も
無
力
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
市
廃
止
は

重
大
な
局
面
に

　

一
方
、
市
財
政
を
め
ぐ
る

状
況
に
は
明
る
い
兆
し
が
見

え
て
き
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
、
大
阪
市
を
な
く
す
ど
こ

ろ
か
、
政
令
市
の
力
を
生
か

し
て
災
害
に
強
く
、
す
べ
て

の
市
民
に
優
し
い
街
に
切
り

替
え
て
い
く
べ
き
と
き
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
阪
市
を
廃

止
し
て
「
特
別
区
」
に
分
割

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪

都
」
構
想
が
重
大
な
局
面
に

入
っ
て
い
ま
す
。
４
月
の
統

日本共産党大阪市議団が開いた懇談会
＝９月26日、大阪市役所内

カ
ジ
ノ
・
万
博
頼
み
で
な
く

市
民
に
優
し
い
市
政
今
こ
そ

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
が
懇
談
会

大
阪
市
廃
止
を
必
ず
や
め
さ
せ

政
令
市
の
力
生
か
し
た
市
政
へ

山
中
智
子
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団

団
長
の
報
告（
大
要
）

山中団長

shikai
テキストボックス
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